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８月
　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
京
都
・
大
阪
を
中
心

に
、
文
人
（
詩
書
画
を
趣
味
に
す
る
人
）
た
ち

に
よ
っ
て
、
煎
茶
会
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
煎
茶
会
の
様
子
を
図
入
り
で

記
録
し
た
煎
茶
会
図
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
盆
栽
も
登
場
し
ま
す
。
当
館
で
は
、
盆

栽
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
中
心
に
煎
茶
会
図
録

さいたま市大宮盆栽美術館　https://www.bonsai-art-museum.jp/ja/

を
収
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
煎
茶
会

に
お
け
る
盆
栽
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
傾
向
に

つ
い
て
、
開
催
地
と
な
っ
た
大
阪
・
京
都
・
東

京
の
地
域
ご
と
に
３
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
今
号
は
、
初
の
大
寄
せ
の
茶
会
と
し

て
知
ら
れ
る
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
煎
茶
会
図
録

（
表
参
照
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
煎
茶
会
図
録
に
登
場
す
る
盆
栽
の
種

類
に
注
目
す
る
と
、
文
久
３
年
刊
行
の
『
青
湾

茶
会
図
録
』
で
は
、「
石
菖
蒲
」（
セ
キ
シ
ョ
ウ
）

が
３
点
と
最
も
多
く
、
竹
や
蘭
が
盆
栽
と
し
て

出
て
き
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
の
煎
茶
会
図
録

に
お
い
て
も
セ
キ
シ
ョ
ウ
や
竹
、
蘭
の
盆
栽
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
大
正
時
代
に
な
る
と
盆
栽
全

体
に
占
め
る
数
が
減
り
、
代
わ
り
に
松
や
種
々

の
雑
木
盆
栽
が
登
場
し
ま
す
。
明
治
か
ら
大
正

へ
と
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
樹
種
が
豊
富
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

続
い
て
盆
栽
の
記
載
方
法
に
注
目
す
る
と
、

『
青
湾
茶
会
図
録
』
で
は
、「
盆
栽　

交
趾
窯
。

白
磁
方
盆
。
養
湖
石
小
竹
。
有
檀
坐
」
と
い
う

よ
う
に
、
盆
器
・
植
物
・
台
座
（
卓[

し
ょ
く]

）

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
９
年
刊
行
の

『
青
湾
茗
醼
図
誌
』
で
も
、「
盆
栽　

青
磁
盆
栽

黄
薔
薇
置
於
紫
檀
卓
上
」
と
い
う
よ
う
に
、
盆

情
報
が
詳
細
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。
卓
の
情
報
は
記
載
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
ま
す
が
、
時
代
を
経
る
に

従
い
、
盆
栽
や
卓
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
傾
向
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

最
後
に
盆
栽
が
飾
ら
れ
て
い
る

席
（
部
屋
）
の
種
類
に
注
目
し
て
み

ま
す
。『
青
湾
茶
会
図
録
』
で
は
、
小

室
や
副
席
が
３
、
前
席
が
１
、
茶
席

が
１
と
な
っ
て
お
り
、
文
房
や
香
道

具
と
一
緒
に
飾
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
挿
絵
を
確
認
す
る
と
、

茶
席
で
は
屋
外
に
盆
栽
が
飾
ら
れ
て

お
り
、
煎
茶
道
具
つ
ま
り
喫
茶
の
場

と
同
一
の
空
間
内
に
盆
栽
は
置
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。『
青
湾
茗
醼
図
誌
』
で

も
、
盆
栽
が
飾
ら
れ
る
場
所
は
屋
外

や
縁
側
が
多
く
、
茶
席
と
同
一
空
間

に
盆
栽
が
飾
ら
れ
て
い
る
事
例
は
１

つ
だ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
盆

栽
は
喫
茶
の
場
の
設
え
と
い
う
よ
り

も
、
文
人
文
化
を
構
成
す
る
文
物
の

一
つ
と
し
て
、
飾
ら
れ
て
い
た
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
『
直
入
翁
寿
筵

図
録
』
以
降
に
な
る
と
、
盆
栽
が
茶

席
内
に
飾
ら
れ
る
事
例
が
増
え
ま

す
。
ま
た
、
書
画
展
観
席
に
て
盆
栽
を
陳
列
す

る
よ
う
に
な
り
、
更
に
は
「
盆
栽
陳
列
席
」
や

「
盆
栽
展
観
席
」
な
ど
、
盆
栽
を
メ
イ
ン
に
飾

る
席
が
登
場
し
、
大
正
時
代
ま
で
続
き
ま
す
。

明
治
10
年
代
頃
か
ら
喫
茶
空
間
の
中
に
文
人
の

世
界
観
を
象
徴
す
る
文
物
と
し
て
取
り
込
ま

れ
、
次
第
に
盆
栽
単
体
で
も
展
観
の
主
題
と
し

て
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
明

治
時
代
に
な
る
と
、
煎
茶
会
は
茶
事
を
行
う
の

み
で
な
く
、
博
覧
的
な
側
面
も
持
つ
よ
う
に
な

り
、
盆
栽
も
そ
の
一
つ
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
大
阪
地
域
の
煎
茶
会
図
録

か
ら
、
盆
栽
に
つ
い
て
一
定
の
傾
向
が
読
み
取

れ
ま
し
た
。
大
宮
盆
栽
美
術
館
で
は
、
令
和

５
年
度
特
別
展
『
煎
茶
と
盆
栽
～
「
盆
栽
」
の

夜
明
け
』
を
令
和
６
年
２
月
10
日
か
ら
３
月
20

日
ま
で
開
催
予
定
で
す
。
特
別
展
に
向
け
て
、

煎
茶
会
図
録
を
基
に
研
究
を
進
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
当
館
主
事　

立
石
見
雪
）

器
・
植
物
・
卓
の
順
で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

植
物
の
前
に
は
、「
養
」
や
「
栽
」、「
植
」
な
ど

の
動
詞
が
付
き
、
補
足
と
し
て
盆
器
に
植
え
ら

れ
た
植
物
名
を
加
え
て
い
ま
す
。
こ
の
記
載
法

か
ら
は
、
盆
器
が
主
体
で
あ
り
、
植
物
は
そ
れ

に
付
随
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
13
年
刊
行
の
『
直
入
翁
寿
筵
図

録
』
に
お
い
て
も
、「
盆
栽　

松
盆
高
麗
窯
白

磁
」
と
い
う
よ
う
に
、
盆
器
の
産
地
に
つ
い
て

の
情
報
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
煎
茶
会
に
お
い

て
は
舶
来
の
盆
器
に
価
値
が
置
か
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、
表
記
の
順
番
に
着

目
す
る
と
、
こ
の
図
録
で
は
、
植
物
・
盆
器
の

順
で
記
載
さ
れ
、「
養
」
や
「
植
」、「
栽
」
に
植

物
名
を
続
け
る
と
い
う
表
現
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

明
治
16
年
刊
行
の
『
分
史
翁
薦
事
図
録
』
は
表

記
が
植
物
の
み
で
あ
り
、
以
降
の
煎
茶
会
図
録

で
は
、
植
物
・
盆
器
の
順
番
で
表
記
さ
れ
る
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治

10
年
代
に
は
、
盆
器
か
ら
植
え
ら
れ
た
植
物
へ

認
識
・
鑑
賞
の
主
体
が
移
っ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
大
正
時
代
に
な
る
と
、
完
全
に
植

物
・
盆
器
・
卓
の
順
番
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
更
に
、『
雨
竹
居
士
薦
筵
図
誌
』
で

は
「
懸
崖
真
柏　

鉢
均
窯
袋
式　

置
於
紫
檀
方

式
卓
上
」
と
記
載
さ
れ
、
盆
栽
の
樹
形
や
卓
の

【
収
蔵
品
紹
介
】

煎
茶
会
図
録
①

『角山箺篁翁薦事図録』　第四席

通番 書名 製作者・版元 発行年代 会場 概要

1 「青湾茶会図録」

蔵梓：田能邨 
執事：煙嵐社、白頭者、随意社

文久3年 1863年 網島 売茶翁高遊外の百年忌と「青湾之
碑」建立を記念して開催。文久2
年4月23日開催の「青湾茶会」と、
同年7月16日開催の「後青湾茶会」
の図録。

2 「青湾茗醼図誌」

編集・蔵梓：山中吉郎兵衛 明治9年 1876年 青湾 山中箺篁堂2代目山中基地兵衛の
追薦のため開催。祭主は長男の3
代目吉兵衛（天山山中箺篁堂）、
次男吉郎兵衛（角山山中箺篁堂）、
三男（養子）の與七（高山山中箺
篁堂）。

3 「直入翁寿筵図録」 編集：田能村順之助（小斎） 
蔵梓：直入山房

明治13年 1880年 広岡氏別荘地 田能村直入の長寿祝いのため明
治10年3月11日に開催。

4 「分史翁薦事図録」
編集：加島信成 
出版：小西平兵衛（吉祥堂）

明治16年 1883年 網島・片街 唐物商・小西文史翁の一周忌の
ため、息子則明が明治15年5月14
日に開催。

5 「豫章堂茗醼図録」
著作：阪田圭蔵（習軒） 
発行：松山與兵衛

明治42年 1909年 松山卓爾宅 大阪の骨董商である豫章堂初代
與兵衛の百年忌のため、松山卓爾
が自宅で明治41年9月に開催。

6 「雨竹居士薦筵図誌」 椰川善左衛門 大正2年 1913年 船場の堺卯楼 骨董商・椰川雨竹堂が先考追薦
のため、明治42年5月7日に開催。

7 「角山箺篁翁薦事図録」 編集：山中箺篁堂 
発行：山中吉郎兵衛

大正11年 1922年 網島の鮒宇楼・
藤田氏旧邸

角山翁（山中吉郎兵衛）の三回忌
のため、大正8年11月3日に開催。

【
参
考
文
献
】

全
日
本
煎
茶
道
連
盟
監
修
『
煎
茶　

道
具
と
し
つ
ら
い
の
知
識
』（
株
式
会
社
婦
人

画
報
社
、
１
９
９
２
年
）

日
本
盆
栽
協
会
編
『
盆
栽
大
事
典
』（
同
朋
舎
出
版
、
１
９
８
３
年
）

櫃
本
聡
子
「
煎
茶
会
図
録
に
よ
る
煎
茶
席
の
空
間
特
性
に
関
す
る
研
究
」（
名
古
屋

工
業
大
学
博
士
論
文
、
２
０
２
１
年
）

麓
和
善
・
櫃
本
聡
子
・
濱
田
晋
一
「
煎
茶
会
図
録
の
書
誌
的
考
察
―
煎
茶
会
図
録

に
よ
る
煎
茶
席
の
空
間
と
特
性
に
関
す
る
研
究
そ
の
１
―
」（『
日
本
建
築
学
会
計

画
系
論
文
集
』
第
84
巻
第
７
５
５
号
、
２
０
１
９
年
１
月
）

大阪で開催された煎茶会の図録
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